
空
くう
気
き
中
ちゅう
の小
ちい
さな

チリやホコリな
どがぶつかって
割
わ
れる。

まくの表
ひょう
面
めん
が

かわいて、まく
がうすくなって
割
わ
れる。

シャボン液
えき
の

重
おも
さでまくの

上
うえ
の方
ほう
がうすく

なって割
わ
れる。

ストローの息
いき
をふきこむ方

ほう
に、写

しゃ
真
しん
のように

穴
あな
をあけておこう。

容
よう
器
き
にぬるま湯

ゆ
と洗
せん
たくのりを入

い
れ、割

わ
りばし

で100回
かい
くらいよくかき混

ま
ぜよう。

ストローの先
さき
に、はさみで２cmくらいの切

き
り

こみを４カ所
しょ
入
い
れ、切

き
りこみを広

ひろ
げたらシャボン

玉
だま
を飛

と
ばす道

どう
具
ぐ
のできあがり。

台
だい
所
どころ
用
よう
洗
せん
ざい（中

ちゅう
性
せい
洗
せん
ざい）を入

い
れて、あわだて

ないようにゆっくり100回
かい
くらいかき混

ま
ぜよう。

※分
ぶん
量
りょう
を変

か
えたり、材

ざい
料
りょう
に

砂
さ
糖
とう
（ガムシロップ）など

を加
くわ
えたり、シャボン液

えき
を

一
ひと
晩
ばん
寝
ね
かすなど、いろいろ

な作
つく
り方
かた
があるから、調

しら
べ

てやってみよう。

シャボン玉
だま

のふしぎ
シャボン玉

だま

はどうしてふくらむの？1

どうして色
いろ

が変
へん

化
か

するの？2

チャレンジ！割
わ

れにくいシャボン玉
だま

を作
つく

ろう！3

ストローに水
みず

をつけて、息
いき

をふきこんでも、ふくらまないけれど、
石
せっ

けんや洗
せん

ざいを混
ま

ぜたシャボン液
えき

をつけてふくと、ふくらむよね。
水
みず

は、「表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

」という小
ちい

さくまとまろうとする力
ちから

がとても強
つよ

い
から、ふくらますことができないんだよ。でも、石

せっ

けんや洗
せん

ざいは
水
みず

の表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

を弱
よわ

めて、小
ちい

さくまとまろうとする力
ちから

をゆるめるから、
ふくらますことができるんだ。

みんなはシャボン玉
だま

を作
つく

って、遊
あそ

んだことはあるかな？シャボン玉
だま

は丸
まる

くて、きれいな色
いろ

をしているね。
でも、どうして丸

まる

くふくらんだり、きれいな色
いろ

に見
み

えたりするのかな？

表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

ってなに？

水
みず
のつぶ同

どう
士
し
が

引
ひ
っ張

ぱ
っている

洗
せん
ざいを混

ま
ぜると

引
ひ
っ張

ぱ
る力

ちから
が弱
よわ
くなる

シャボン玉
だま

は
どうして
割
わ

れるの？

水
みず

は、目
め

に見
み

えないほどの小
ちい

さなつぶでできているよ。この小
ちい

さな
つぶ同

どう

士
し

が引
ひ

っ張
ぱ

り合
あ

って、小
ちい

さくまとまろうとする力
ちから

が働
はたら

くんだ。
この力

ちから

を「表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

」というよ。表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

は全
すべ

ての液
えき

体
たい

にある性
せい

質
しつ

だけど、水
みず

はこの力
ちから

が大
おお

きい液
えき

体
たい

のひとつだよ。

アメンボが水
みず
の上

うえ
でしずまないのは、水

みず
の

表
ひょう
面
めん
張
ちょう
力
りょく
のおかげだよ。ぎゅっと小

ちい
さくまと

まろうとしている水
みず
の表

ひょう
面
めん
は、体

からだ
の軽
かる
いアメ

ンボにとっては固
かた
い地

じ
面
めん
と同
おな
じなんだ。さら

に、アメンボの足
あし
は細
こま
かい毛

け
がたくさん生

は
え

ていて、毛
け
の中

なか
に水

みず
をはじく成

せい
分
ぶん
がついて

いるから、うかびやすいん だよ。

これも表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

！

コラム

注
ちゅう

意
い

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の子
こ

どもたちも
遊
あそ

んでいたシャボン玉
だま

ぬるま湯
ゆ

、洗
せん

たくのり（PVAと表
ひょう

示
じ

がある製
せい

品
ひん

）、紙
かみ

コップや洗
せん

面
めん

器
き

などの容
よう

器
き

、
割
わ

りばし、台
だい

所
どころ

用
よう

洗
せん

ざい（中
ちゅう

性
せい

洗
せん

ざい）、ストロー、はさみ

液
えき

にうかんだゴミやあわは、こまめに取
と

り除
のぞ

くといいよ。風
かぜ

の強
つよ

い日
ひ

や、
空
くう

気
き

がかんそうしている日
ひ

は、シャボン玉
だま

ができにくいよ。

用
よう

意
い

するもの：

作
つく
ったシャボン液

えき
は、絶

ぜっ
対
たい
に飲

の
みこんだり、目

め
に入
はい
ったりしないように気

き
をつけてね！

シャボン液
えき
は、大

おとな
人の人

ひと
といっしょに作

つく
ってね。

1 2

4

②のシャボン液
えき
を、④の広

ひろ
げた側

がわ
につけて、息

いき
をふきこむ方

ほう
からふいてみよう！5

シャボン玉
だま

で遊
あそ

ぶときは、形
かたち

や色
いろ

の変
へん

化
か

もくわしく観
かん

察
さつ

してみよう！
また、針

はり

金
がね

ハンガーで輪
わ

っかを作
つく

ったり、フライ返
がえ

しなどの穴
あな

があいた道
どう

具
ぐ

を
使
つか

ったり、ストロー以
い

外
がい

でシャボン玉
だま

を作
つく

ってみてもおもしろいよ！

洗
せん
ざいや石

せっ
けんには

ねばり気
け
があるから、

シャボン玉
だま
が割

わ
れ

にくくなるよ。

葉
は
っぱの

上
うえ
で、丸

まる
く

なった雨
あま
水
みず

表
ひょう
面
めん
張
ちょう
力
りょく
を

利
り
用
よう
して

ういている
アメンボコップの

ふちから、盛
も
り

上
あ
がった水

みず

日
に
本
ほん
に石
せっ
けんが伝

つた
わったのは、今

いま
から400年

ねん
ほど前

まえ
の戦
せん
国
ごく
時
じ
代
だい

の終
お
わりごろ。ポルトガル人

じん
が持

も
ってきたといわれているよ。

シャボンという言
こと
葉
ば
は、ポルトガル語

ご
の石

せっ
けんを意

い
味
み
する言

こと
葉
ば

「サボン」が元
もと
になっているんだ。江

え
戸
ど
時
じ
代
だい
の中

なか
ごろになると、

シャボン玉
だま
は「ふき玉

だま
」と呼

よ
ばれ、子

こ
どもたちの大

だい
好
す
きな遊

あそ
びに

なったよ。「玉
たま
屋
や
」というシャボン玉

だま
遊
あそ
びの道

どう
具
ぐ
を売

う
るお店

みせ
も

登
とう
場
じょう
し、「ふき玉

だま
や～、さぼん玉

だま
～、ふけば五

ご
色
しき
の玉
たま
が出

で
る～」と

いうかけ声
ごえ
とともに売

う
られていたんだって。

竹
たけ
の細
ほそ
い管

くだ
を

ストロー代
が
わりにして

いたんだって！

当
とう
時
じ
、石
せっ
けんは

とても高
こう
価
か
だったから、

ムクロジやサイカチの実
み

など植
しょく
物
ぶつ
を材
ざい
料
りょう
にして

シャボン液
えき
を作
つく
り、

サイカチの実
み

3
いき ほう しゃしん

がわがわ

ぬるま湯
ゆ
・

洗
せん
たくのり・台

だい
所
どころ
用
よう

洗
せん
ざいの割

わり
合
あい
（量

りょう
の割
わり
合
あい
）

は、５：４：１だよ。

ストローに
穴
あな
をあけると、息

いき
を

強
つよ
くふきすぎても空

くう
気
き
の量

りょう
を

調
ちょう
節
せつ
してくれるんだ。それに、
シャボン液

えき
をまちがって

すいこんでも、口
くち
まで上

あ
がって

こないから安
あん
全
ぜん
だよ。

ムクロジの実
み

ポイント

主
おも

な理
り

由
ゆう

は3つだよ！

シャボン玉
だま

の表
ひょう

面
めん

をよく見
み

ると、青
あお

緑
みどり

、紫
むらさき

、黄
き

、青
あお

などの色
いろ

が現
あらわ

れ
て、色

いろ

がどんどん変
へん

化
か

していくよ。実
じつ

はシャボン玉
だま

の色
いろ

は、太
たい

陽
よう

など
の光

ひかり

が当
あ

たって、反
はん

射
しゃ

した光
ひかり

の色
いろ

が見
み

えているんだ。光
ひかり

はとうめい
に見

み

えるけれど、いろいろな色
いろ

の光
ひかり

が
混
ま

ざっているよ。シャボン玉
だま

のまくの
厚
あつ

みによって、反
はん

射
しゃ

する色
いろ

が変
か

わる
んだけど、まくの液

えき

体
たい

は上
うえ

から下
した

へ
と流

なが

れて厚
あつ

みが変
へん

化
か

しているから、
見
み

える色
いろ

も変
へん

化
か

するんだ。

ぎゅぎゅ ゆるゆる

５ 4 1

ホームページでもしょうかいしているよ！

http://www.chuden.co.jp/kids/denkipaper/

してね。今までのテーマも見られるよ。
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問
もん

 題
だい

答
こた

 え

シャボン玉
だま

がふくらむのは
なにが弱

よわ

くなるから？
①気

き

力
りょく

②表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

第723号は

シャボン玉
だま

号
 平成28年10月1日発行

前
ぜん
号
ごう
のクイズ　火

か
事
じ
を発
はっ
見
けん
したら

　　　　　　　何
なん
番
ばん
に電
でん
話
わ
するの？

答
こた
え＝ ①119番

ばん

次
じ
号
ごう
のテー マは「静

せい
電
でん
気
き
」だよ！お楽

たの
しみに！

●正
ただ

しく答
こた

えた人
ひと

の中
なか

から
　抽

ちゅう

選
せん

で、30名
めい

に
　「エコカー＆ライト」をプレゼントするよ。
●しめ切

き

り：平
へい

成
せい

28年
ねん

10月
がつ

2
はつ

0日
か

　賞
しょう
品
ひん
は平
へい
成
せい
28年

ねん
10月

がつ
31日

にち
までに校

こう
長
ちょう
先
せん
生
せい
あてに送

おく
ります。

「クイズの答
こた

え」や「おたより」の送
おく

り方
かた

はがきか、ホームページから応
おう
募
ぼ
できるよ。ホーム

ページの「みんなのおたよりコーナー」に掲
けい
載
さい
された

5名
めい
には「空

くう
気
き
マジックキット」をプレゼントするよ。

はがきの応
おう
募
ぼ
方
ほう
法
ほう

次
つぎ
のあて先

さき
に、①～⑤を記

き
入
にゅう
して送

おく
ってね。

※①の学
がっ
校
こう
名
めい
は「○○市

し
（町

ちょう
村
そん
）立
りつ
○○小

しょう
学
がっ
校
こう
」と必

かなら
ず

　書
か
いてね。（例

れい
）名
な
古
ご
屋
や
市
し
立
りつ
 中
ちゅう
電
でん
小
しょう
学
がっ
校
こう

 ホームページからも応
おう
募
ぼ
できるよ。

〒461-868052円

ぼ

①
学
校
名
　
　

②
学
年・組  

③
名
前

④
ク
イ
ズ
の
答
え

⑤
感
想

うら面
めん

表
おもて
面
めん

中
部
電
力 

広
報
部

電
気
こ
ど
も
シ
リ
ー
ズ
係

http://www.chuden.co.jp/kids/denkipaper/

電気こどもシリーズ  クイズ してね。で




